
  

お
祝
い
の
言
葉 

 
本
日
こ
こ
に
、
ご
来
賓
、
各
研
究
科
長
、
各
研
究
所
長

は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
列
席
の
も
と
に
、
平
成
十
七
年

度
前
期
の
学
位
記
授
与
式
を
挙
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
こ
と
は
誠
に
喜
び
に
耐
え
ま
せ
ん
。 

本
日
、
学
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
も
の
は
、
文
学
部
、

三
名
、
教
育
学
部
、
二
名
、
法
学
部
、
二
名
、
経
済
学
部
、

九
名
、
理
学
部
、
一
名
、
工
学
部
、
四
名
、
合
わ
せ
て
二

一
名
で
あ
り
ま
す
。 

博
士
課
程
前
期
二
年
の
課
程
を
修
了
し
、
修
士
の
学
位
を

授
与
さ
れ
た
者
は
、
文
学
研
究
科
、
二
名
、
法
学
研
究
科
、

五
名
、
医
学
研
究
科
、
一
名
、
工
学
研
究
科
、
一
八
名
、

国
際
文
化
研
究
科
、
三
名
、
情
報
科
学
研
究
科
、
二
名
、

生
命
科
学
研
究
科
、
一
名
、
環
境
科
学
研
究
科
、
環
境
科

学
、
二
名
、
合
わ
せ
て
、
三
四
名
で
あ
り
ま
す
。 

博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
も
の
は
、
博
士
課
程
後
期
三

年
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の
は
、
文
学
研
究
科
、
四
名
、

法
学
研
究
科
、
一
名
、
経
済
学
研
究
科
、
四
名
、
理
学
研



  

究
科
、
三
名
、
医
学
研
究
科
、
一
二
名
、
歯
学
研
究
科
、

一
名
、
薬
学
研
究
科
、
二
名
、
工
学
研
究
科
、
四
六
名
、

国
際
文
化
研
究
科
、
三
名
、
情
報
科
学
研
究
科
、
情
報
科

学
、
一
四
名
、
生
命
科
学
研
究
科
、
三
名
、
環
境
科
学
研

究
科
、
六
名
、
合
わ
せ
て
、
九
九
名
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
博
士
論
文
を
提
出
し
、
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ

た
者
は
、
文
学
研
究
科
、
三
名
、
法
学
研
究
科
、
一
名
、

経
済
学
研
究
科
、
一
名
、
理
学
研
究
科
、
三
名
、
医
学
研

究
科
、
十
名
、
薬
学
研
究
科
、
二
名
、
工
学
研
究
科
、
四

名
、
農
学
研
究
科
、
五
名
、
国
際
文
化
研
究
科
、
一
名
、

情
報
科
学
研
究
科
、
二
名
、
環
境
科
学
研
究
科
、
一
名
、

合
わ
せ
て
、
三
三
名
で
あ
り
ま
す
。 

本
日
の
学
位
記
授
与
者
の
中
に
は
、
通
常
の
四
月
で
は
な

く
、
十
月
入
学
者
、
ま
た
、
学
業
成
績
が
優
秀
に
よ
り
早

期
卒
業
制
度
適
用
者
、
修
士
在
学
期
間
短
縮
適
用
者
の
諸

君
も
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
有
効
性
そ
し
て
社
会

的
評
価
の
た
め
に
も
諸
君
の
今
後
の
す
ば
ら
し
い
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま
す
。 

一
方
、
長
年
に
わ
た
る
大
変
な
勉
学
に
よ
り
論
文
を
書
き



  

上
げ
審
査
を
受
け
ら
れ
、
学
位
記
を
授
与
さ
れ
た
方
々
も

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
長
年
の
ご
努
力
に
特
に
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
学
位
記
を
授
与
さ
れ
る
諸

君
、
さ
ら
に
諸
君
を
様
々
な
点
よ
り
暖
か
く
支
え
て
こ
ら

れ
ま
し
た
ご
家
族
の
皆
様
に
も
、
改
め
ま
し
て
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

諸
君
に
は
、
本
学
学
位
の
授
与
、
そ
し
て
、
杜
の
都
、
学

都
仙
台
で
東
北
大
生
と
し
て
過
ご
さ
れ
た
こ
と
を
誇
り
と

し
、
さ
ら
に
精
進
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

東
北
大
学
は
、
明
治
四
〇
年
、
一
九
〇
七
年
に
、
東
京
大

学
、
京
都
大
学
に
つ
い
で
、
わ
が
国
の
第
三
番
目
の
帝
国

大
学
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
、
来
る
二

〇
〇
七
年
に
は
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
開
学
以
来
私

た
ち
の
先
人
は
、
「
研
究
第
一
主
義
」
、
「
門
戸
開
放
」
の
理

念
を
掲
げ
、
さ
ら
に
「
実
用
忘
れ
ざ
る
主
義
」
を
精
神
と

し
、
そ
の
成
果
を
世
界
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
諸

君
も
こ
の
歴
史
と
伝
統
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
も
大
い
な

る
飛
躍
を
遂
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 



  

さ
て
、
本
年
の
八
月
一
五
日
は
、
終
戦
よ
り
六
〇
年
目
に

当
た
り
ま
す
。
東
北
大
学
史
料
館
に
本
学
法
文
学
部
経
済

科
の
学
生
が
、
昭
和
一
九
年
七
月
に
故
中
村
吉
治
教
授
の

授
業
、
「
経
済
史
」
の
試
験
課
題
と
し
て
提
出
し
た
レ
ポ
ー

ト
が
四
五
点
の
こ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
学
生
の
多
く
は
、

こ
の
後
学
徒
兵
と
し
て
入
営
し
ま
し
た
。
一
文
を
こ
こ
で

お
借
り
し
謹
ん
で
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

「
感
想
」 

経
済
科
一
年
。 

此
の
半
年
、
色
々
な
意
味
で
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
事
が

多
か
っ
た
。
ご
っ
そ
り
友
達
の
去
っ
た
中
で
、
あ
れ
こ
れ

と
思
ひ
や
っ
た
六
ヶ
月
間
と
、
一
日
々
々
と
過
し
て
来
て

見
て
、
今
振
返
る
六
ヶ
月
間
と
は
、
よ
く
も
斯
う
違
っ
た

も
の
だ
と
驚
く
程
違
ふ
。
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も

さ
う
だ
。
そ
し
て
今
又
此
か
ら
入
隊
迄
の
日
々
を
い
と
ほ

し
ん
で
大
切
に
暮
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

も
亦
入
隊
の
日
に
振
返
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
日
数
の
単
な

る
積
重
ね
に
し
か
見
え
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。
情
な
い
事

だ
と
思
ふ
。
た
っ
た
一
つ
で
も
毎
日
の
生
活
を
貫
い
て
脈



  

膊
つ
も
の
を
は
っ
き
り
と
創
っ
て
行
き
た
い
も
の
だ
。 

経
済
の
勉
強
を
ほ
ん
の
僅
か
で
も
や
っ
て
来
て
判
っ

た
こ
と
は
た
っ
た
一
つ
だ
っ
た
。
経
済
学
と
は
何
と
厖
大

な
学
問
で
あ
ら
う
！
之
は
感
覚
的
に
知
っ
た
丈
で
あ
る
。 

ど
の
位
大
き
い
か
判
る
の
に
は
更
に
数
倍
の
日
子
を
要
す

る
で
あ
ら
う
。
そ
の
厖
大
な
全
体
系
を
究
明
す
る
に
は
又

多
く
の
日
子
と
、
絶
大
な
努
力
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。
そ

し
て
全
経
済
学
体
系
を
実
際
の
国
民
生
活
に
運
営
し
得
る

の
は
、
そ
の
上
に
卓
越
し
た
才
能
が
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

我
々
の
経
済
学
は
何
處
を
目
標
と
し
て
進
む
べ
き
か
、

次
か
ら
次
へ
連
な
る
山
路
を
前
に
し
た
旅
人
の
や
う
に
、

一
寸
と
ま
ど
ふ
感
じ
で
あ
る
。 

入
学
し
て
撮
っ
た
写
真
は
皆
学
校
に
出
し
て
し
ま
っ

た
の
で
、
又
焼
増
し
て
父
の
整
理
箪
笥
に
入
れ
て
あ
る
。

自
分
が
戦
死
し
て
そ
の
写
真
が
大
き
な
額
縁
に
入
れ
ら
れ

て
い
る
の
を
、
ふ
っ
と
思
ひ
浮
べ
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

（
中
間
略
） 

一
年
前
の
今
頃
は
友
達
と
沓
掛
に
行
っ
て
大
学
の
試

験
準
備
に
熱
中
し
て
居
た
。
浅
間
山
が
見
え
、
時
鳥
や
郭



  

公
や
山
鳩
が
鳴
い
て
居
た
。
仙
台
で
聞
く
の
と
は
又
別
の 

趣
き
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
友
達
も
今
は
總
て
軍
隊
に
在

る
。
か
う
し
て
忙
し
い
様
な
、
退
屈
な
様
な
日
を
過
し
つ

つ
、
入
隊
の
日
を
待
っ
て
い
る
。
そ
し
て
来
年
の
今
頃
は

與
へ
ら
れ
た
位
置
で
第
一
線
に
立
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ら

う
。
毎
年
日
記
を
つ
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
、
今
更
乍

ら
思
っ
て
い
る
。
―
了
― 

 

諸
君
の
、
こ
れ
か
ら
進
む
べ
き
道
は
、
社
会
の
第
一
線
に

出
る
者
、
更
な
る
研
究
者
の
道
に
進
む
者
な
ど
、
一
人

一
人
異
な
り
ま
す
。
今
日
ま
で
の
貴
重
な
経
験
を
、
研
究

室
、
教
室
で
日
夜
努
力
し
て
得
た
学
問
を
十
分
に
生
か
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
優
れ
た
指
導
者
に
な
る
こ
と
を
切

に
望
み
ま
す
。 

諸
君
の
前
途
に
幸
多
き
こ
と
を
祈
念
い
た
し
お
祝
い
の
言

葉
と
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
十
七
年
九
月
二
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
北
大
学
総
長 

吉
本
高
志 




